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G3の役割

2023年度開発

• CBTシステムの開発
• G1, G2で必要な機能の実装

• プログラミングの採点機能（テストケースが扱える）
• 「CBTならでは」の出題形式の検討とシステムの開発

• 実⾏環境付きのプログラミング問題
• 状態が遷移する設問（オートマトン型）
• ⼤量のデータを使ったデータ分析問題 など

• それらの採点システムの開発

•ベースはTAOの利⽤
• カスタマイズ機能(PCI)を実装



オートマトン型問題
•状態遷移で設問を構成



オートマトン型問題（レジのブラックボックステスト）







•試した結果をもとに解答



解答履歴を残すことも可能





オートマトン型PCI
• JSON形式で問題を記述
• 条件に基づく状態遷移
• 設問は多肢選択のみ

• ラジオボタン，チェックボックス
• 変数が利⽤可能

• 数値（演算可能）,⽂字列

• GUIは今後整備予定

…

"type": "checkbox",
"choices": {

"direction": "vertical",
"options": [

{
"value": "1",
"caption": "1円（税抜）の商品を1個購⼊",
"variables": {

"price": "= %===[price]===% + 1"
}

},
{

"value": "10",
"caption": "10円（税抜）の商品を1個購⼊",
"variables": {

"price": "= %===[price]===% + 10"
}

},
…
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今後


